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今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
咲
華
～
踏
み
出
す
未
来
へ

～
」。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

テ
ー
マ
は
樹
木
の
成
長
に
た

と
え
ら
れ
て
き
た
が
、
３
年

の
歩
み
を
「
昇
華
」
し
て
さ

ら
な
る
成
長
を
遂
げ
よ
う
と

の
思
い
を
込
め
た
。

１
・
２
号
館
の
建
て
替
え

工
事
の
影
響
で
、
一
部
の
模

擬
店
は
野
外
音
楽
堂
で
の
実

施
に
変
更
。
「
学
生
の
工
夫

と
力
で
盛
り
上
が
り
に
つ
な

げ
た
い
」
と
与
那
覇
壮
太
実

行
委
員
会
委
員
長
（
経
営

３
）
は
話
す
。

昨
年
を
上
回
る
１
１
１
人

の
実
行
委
員
が
準
備
を
進
め

て
い
る
。
「
デ
ザ
イ
ン
力
の

あ
る
１
年
次
生
が
多
く
、
装

飾
物
の
出
来
は
昨
年
以
上
」

と
佐
々
木
龍
同
事
務
局
長

（
商
２
）
。
特
に
１０
号
館
前
の

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
や
懸
垂
幕
に

注
目
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。

昨
年
か
ら
す
べ
て
の
模
擬

店
に
再
利
用
が
容
易
な
器
を

導
入
し
、
積
極
的
に
エ
コ
に

取
り
組
む
。
加
え
て
、
今
年

は
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
り
、

１０
号
館
横
の
芝
生
に
展
示
す

る
予
定
。
ゴ
ミ
で
は
な
く
資

源
と
い
う
意
識
を
高
め
る
。

育
友
会
（
髙
野
雅
夫
会

長
）
主
催
の
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
は
１１
月
１
日
午
前

と
午
後
、
２
回
開
催
。
５
０

０
人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ

る
ほ
か
、
鳳
祭
期
間
中
に
独

自
に
見
学
ツ
ア
ー
を
行
う
支

部
も
。
大
勢
の
ご
父
母
・
保

護
者
が
足
を
運
ぶ
見
込
み

だ
。
同
１
、
２
日
に
は
「
お

休
み
処
・
育
友
」
（
１０
号

館
）
が
店
開
き
す
る
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
と
っ
て
も

鳳
祭
は
思
い
出
ひ
と
し
お
。

校
友
会（
甘
竹
秀
雄
会
長
）は

恒
例
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」（
９
号
館
）
∥
８
面
に

紹
介
∥
を
開
き
、
多
数
の
来

場
を
呼
び
か
け
る
。

◇◇前前夜夜祭祭

飛笑～笑い飛ばして最高跳～

ゲスト：アルコ＆ピース

・10 月 31 日（金）15：30 開演、４号館前特設ステー

ジ（雨天時 10301 教室）

お笑いライブとゲーム企画。

※前夜祭に先立ち、開催式（10：30～、４号館前特

設ステージ）、オープニングパレード 11：00 ごろ出

発、本学～向ヶ丘遊園駅、雨天中止）を実施。

◇◇第第４４回回ミミススタターー専専修修ココンンテテスストト

PRIDE～the one and only～

ゲスト：広海 深海

・11 月１日（土）14：00 開演、10301 教室

◇◇トトーーククシショョーー

Twinkle～未来を照らす光～

ゲスト：塚本高史

・11 月２日（日）12：30 開演、10301 教室

◇◇第第１１４４回回ミミスス専専修修ココンンテテスストト

Heroine

ゲスト：Hi-Hi

・11 月３日（月）13：00 開演、10301 教室

◇◇LLIIVVEE SSTTAAGGEE

光彩～心を照らす音

・11 月１日（土）11：30～、第一体育館

・11 月２日（日）11：30～、４号館前特設ステージ

◇◇ゲゲーームム企企画画・・大大型型企企画画
11 月１～３日には連合県人会の「チロリン村」

（正門前駐車場）、育友会の「お休み処・育友」（10

号館）、国際交流会 SHIP の「世界を食べよう」（４

号館出店）などの模擬店を出店。２、３日にはゲー

ム板とスタンプラリー（ともに 12：00～）を実施。

◆HP http://www.ohtori-senshu.com/

◆ミスター・ミス専修コンテスト 2014 公式 Twi

tter（http://twitter.com/ohtoriwebtai）

◆E-mail ohtori_festival@hotmail.com

◆電話（FAX 兼用） 044・900・7830（直通）

◆Facebook http://facebook.com/ohtori.fes/

学
内
サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
学
術
文
化
会
、

連
合
県
人
会
な
ど
約
２
０
０
団
体
が
参
加
す
る
学
園

祭
「
創
立
１
３
５
年
鳳
祭
」
が
、
１０
月
３１
日
（
金
）

か
ら
１１
月
３
日
（
月
）
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
る
。
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
追
い
求
め
、
仲
間

と
結
集
し
た
成
果
が
発
表
さ
れ
る
ほ
か
、
育
友
会
と

校
友
会
も
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。節
目
の「
１
３
５
年
」

に
多
く
の
来
訪
者
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
を
添
え
る
。

私はイギリスに滞在したことがある

が、いまだに英語が得意とは言えない。

あるアメリカの先生と長い会議の後、

「私と話すのは（語学堪能な先生相手と

比べて）くたびれるでしょう」とやや自

嘲的に言った。すると相手の先生は「あ

なたは自分の専

門だけではなく

文化や政治にわ

たって見識があ

ることが話の中にあらわれていて、むし

ろ話をしたくなる」とおっしゃった。こ

れには励まされた。確かに、私は英語が

うまいと言われることはあまりないが、

話が面白いと言われることはある。これ

はなぜか。

第一に、私はいつも「必死で」話す。

国際学会では自分の研究成果の売り込み

に、留学生引率では学生のために、専修

大学の紹介時は「営業」としてコミュニ

ケーションに必死だ。とにかく、ポジテ

ィブな関心を持ってもらうよう工夫す

る。それは単に表現方法だけではなく、

会う相手の興味や背景を事前に調べ、そ

れに合った話をするということも含む。

第二に、「ここで失敗しては日本の学者

のレベルが低いと思われてしまう」と「勝

手に日本代表」状態の心情になる。それ

で、知的な話をできるように普段から文

芸・時事に広く

触れるようにし

ている。期せず

して褒められた

ので、私の戦略は正しかったのだろう。

語学が苦手だと思っている人は、人が

聞きたくなるようなネタを集め、内容の

充実に努めてみよう。話の内容を褒めて

もらえるようにするのは、単に会話がで

きることを目指すよりもやる気が出るに

違いない。（主な担当は「ビジネスモデ

ルシミュレーション」）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ研究室ホーム

ページで。

手
話
講
習
会
に

学
生
１５
人
参
加

学
生
部
が
実
施
す
る
「
手

話
講
習
会
」
（
全
９
回
）
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ

れ
て
い
る
。
今
年
度
は
学
生

１５
人
が
受
講
。
９
月
２９
日
の

第
１
回
講
習
で
は
、
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
い
っ
た
あ
い
さ

つ
や
自
己
紹
介
な
ど
を
学
ん

だ
。
講
師
を
務
め
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
・
川
崎
市
ろ

う
者
協
会
の
酒
井
郁
さ
ん
は

「
手
話
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
。
間
違
い
を
恐

れ
ず
、
積
極
的
に
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
受
講
生
に
呼
び
か

け
た
∥
写
真
。

森
本
未
祐
さ
ん
（
文
２
）

は
「
テ
レ
ビ
で
見
て
難
し
そ

う
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
講

座
は
分
か
り
や
す
く
、
楽
し

い
で
す
。
頑
張
っ
て
受
講
し

続
け
、
手
話
を
覚
え
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
た
。

〈
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
〉

第
５０
回
記
念
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１１
月
３０
日
（
日
）

１４
時
開
演
▽
場
所
∥
千
代
田

区
大
手
町
「
日
経
ホ
ー
ル
」

（
日
経
ビ
ル
３
階
）
▽
ス
テ

ー
ジ
∥
「
日
本
の
う
た
～
北

原
白
秋
と
高
野
辰
之
の
詞
に

よ
る
～
」
／
「
男
声
合
唱
と

ピ
ア
ノ
に
よ
る
『
夜
』
の
曲

集
」
／
「
月
光
と
ピ
エ
ロ
～

Ｏ
Ｂ
単
独
ス
テ
ー
ジ
～
」
／

「D
A
S

B
E
R
L
I
N
E
R

R
E
Q
U

I
E
M

」
／
「
第
５０
回
定
期
演

奏
会
記
念

学
生
＆
Ｏ
Ｂ
合

同
ス
テ
ー
ジ
」
▽
チ
ケ
ッ
ト

∥
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

E- m
a
i
l
:
s
e
n
s
h
u
g
l
e

e
2
0
1
4
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

〈
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
〉

第
４２
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
１３
日
（
土
）

１４
時
開
演
▽
場
所
∥
川
崎
市

「
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
」▽
曲
目
∥「
交

響
曲
第
２
番
ホ
短
調
」（
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
）
／
ロ
コ
コ
風
の

主
題
に
よ
る
変
奏
曲
（
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
）
／
皇
帝
円

舞
曲
（
Ｊ

.

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅱ
世
）

E- m
a
i
l
:
s
e
n
s
h
u
p
h
i

l
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

〈
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
〉

第
４８
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
２７
日
（
土
）

▽
場
所
∥
東
京
・
狛
江
市

「
狛
江
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
」

▽
曲
目
∥
「
ス
プ
レ
ー
ン
」

（
ア
マ
デ
ィ
）
／
ア
シ
タ
カ

と
サ
ン
」（
久
石
譲
）
ほ
か

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/

s
m
c
2
0
0
8
.
w
e
b
.
f
c
2
.
c
o

m
/

）
ま
た
はT

w
i
t
t
e
r

（@
s

e
n
s
h
u
_ S
M
C

）で
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
今
、

何
か
趣
味
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

時
間
が
あ
っ
た

ら
何
を
し
て
過
ご
し
ま
す

か
？

学
生
時
代
は
何
か

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
が
、
一
方
で

は
お
金
に
余
裕
が
な
い
の

も
事
実
で
す
ね
。

筆
者
も
学
生
時
代

は
な
か
な
か
金
銭

的
余
裕
も
な
く
、

趣
味
な
ど「
無
駄
」

な
も
の
に
は
手
が

出
し
づ
ら
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
思

い
返
し
て
み
れ
ば
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
手

を
出
し
て
み
れ
ば
よ
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
自
身
の
視
野
を
広

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
に

な
る
か
ら
で
す
。
話
の
タ

ネ
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
筆
者
は
数
年
前

よ
り
観
賞
用
の
植
物
を
鉢

植
え
で
室
内
や
ベ
ラ
ン
ダ

で
育
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
栽
培
す
る
う
え
で

水
や
り
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
正
し
い
水
や
り
の
仕

方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

水
や
り
で
大
切
な
の
は

鉢
底
の
穴
か
ら
水
が
ど
ん

ど
ん
流
れ
出
す
く
ら
い
た

っ
ぷ
り
水
を
与
え
、
土
が

乾
い
て
き
て
か
ら
再
び
同

様
に
水
や
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
少
量
の
水
を
頻
繁

に
や
る
の
で
は
な
く
、
大

量
の
水
を
と
き
ど
き
や
る

こ
と
で
す
。
詳
細
は
省
き

ま
す
が
、
そ
れ
は
土
中
の

老
廃
物
の
除
去
と
根
に
よ

る
呼
吸
の
関
係
で
す
。
水

や
り
に
も
コ
ツ
や
理
論
が

あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
小
さ
な
雑
学
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
し

い
こ
と
を
始
め
る
と
必
ず

何
か
の
発
見
が
あ
り
、
人

生
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の

に
し
て
く
れ
ま
す
。
誰
か

が
趣
味
に
し
て
い
る
こ
とだ

い

に
は
必
ず
何
ら
か
の
「
醍

ご

み

醐
味
」
が
あ
る
も
の
で

す
。
少
し
財
布
の
ひ
も
も

緩
め
て
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
学
生
時

代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
や
め
る
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
す
か

ら
。

（
学
生
部
）

第
６２
回
大
会
を

１１
月
２３
日
開
催

教
育
学
会

専
修
大
学
教
育
学
会
第
６２

回
大
会
が
１１
月
２３
日
（
日
、

１０
時
開
会
）
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
「
教

員
の
�
養
成
�
か
ら�
育
成
�

へ
～
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
導
入
に
よ
る
授
業
改
革

～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
講

演
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

【
内
容
】
▽
講
演
会
（
講
演

者
∥
小
林
昭
文
・
産
業
能
率

大
学
経
営
学
部
教
授
）
▽
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
＆
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
▽
定
期
総
会
▽
情
報
交
換

会
・
懇
親
会


学
務
課
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
５
３

ワ
イ
ン
大
学

▽
日
時
∥
１１
月
２１
日
（
金
）

１８
時
３０
分
～

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」

▽
講
師
∥
江
畑
進
一
氏
（
㈲

シ
ン
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代

表
取
締
役
）

▽
対
象
∥
学
生
（
２０
歳
以

上
）
、
教
職
員
、
校
友
、
育

友
、
賛
助
会
員
、
一
般

▽
会
費
∥
学
生
２
０
０
０

円
、
そ
の
他
４
０
０
０
円

▽
定
員
∥
１
１
０
人
（
先
着

順
）

�
校
友
会
事
務
局

☎
０３
・
３
２
６
５
・
７
５
７

９

E- m
a
i
l
:
k
o
y
u
k
a
@
a
c
c
.

s
e
n
s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p

�

運
営
を
担
う
実
行
委
員
一
同

▲ 滞在したブリストルで

「あなたと話をしたい」と

言われることを目指そう

しょう か さ き

咲華～踏み出す未来へ～

趣味を作ろう

商学部教授

ー●３２●ー

髙橋 裕

鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

創
立
１
３
５
年
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